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寒くなってきたね。
かぜをひかないように、
手洗い、うがいを忘れ
ないでね！

冬を彩る本庄の「花」
表紙写真：「本庄市花の会」では、市内で生産された鉢物を使
い、クリスマスディスプレイを行っています。20回目を迎え
る今年も、12月18日㈫から21日㈮（最終日は午前11時まで）
まで市役所１階市民ホールで展示します。最終日の正午から
は展示した鉢物の即売会も開催します。
（写真は昨年の様子です。★農政課☎㉕１１７７）

まちのデータ（2012.11.1現在）
人　口 80,348（－  36）
　男 39,855（＋   1）
　女 40,493（－  37）
世帯数 32,389（＋  11）
（　）内は前月との比較
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●  第17回早稲田の杜クロスカントリー＆ハーフマラソン大会を開催します…８
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● 今月の主な内容
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平成23年度　　　決　算　概　要 ★財政課☎㉕１１６３

　歳入は、前年度と比較して、地方債、国庫支出金、繰入金、自動車取得税交付金、地方消費税交付金など
が減となったものの、固定資産税をはじめとする市税や、県支出金、地方交付税などが増えたことにより、
総額は8億3,306万円（3.0%）増の288億9,093万円となりました。
　歳出は、「本庄早稲田の杜づくり」に関連する事業、小学校施設整備事業、本庄東中学校建設事業の実施や、
施設整備等基金への積み立てなどにより、総額は前年度と比較し9億3,327万円（3.6%）増の268億884
万円となりました。
　また、歳入歳出差引額は20億8,209万円となりました。

市民税 ４５億  ３０１万円
固定資産税 ４９億１，５８０万円
都市計画税 ６億  ３４２万円
市たばこ税 ５億７，９２４万円
軽自動車税 １億５，２０３万円

市税の内訳

市民一人当たりの市税の負担
合計　１３３，２９２円

※平成２４年４月１日現在の総人口80，676人で計算

項目 内容 金額

民生費 高齢者や児童、障害者等
の福祉の推進など 11万7,453円

総務費 住民窓口、課税徴収、交
通安全など 6万5,271円

土木費 道路や公園などの公共施
設の整備など 4万7,062円

教育費 学校教育の充実、文化・
スポーツの推進など 2万9,949円

公債費 市が借りたお金の返済金 2万6,653円

衛生費 健康増進やごみ処理費な
ど 1万7,781円

消防費 消防や防災対策など 1万2,667円

その他 議会費、農業の振興、商
工業の振興など 1万5,467円

市民一人当たりに支出したお金
合計　３３２，３０３円

※平成24年４月１日現在の総人口８０，６７６人で計算

●市有財産の状況（平成23年度末）

公有
財産

土地 1,803,534㎡
建物 221,160㎡
有価証券（テレビ埼玉株券ほか） 1,650万円
出資による権利 12億2,160万円

基金 46億4,803万円
うち財政調整基金 24億1,137万円

債権 入学準備金貸付金等 2,892万円

市民一人あたりの基金の状況 57,614円

●市債残高の状況（平成23年度末）
一般会計 211億7,260万円

（
内
訳
）

土木債 48億4,958万円
教育債 24億3,608万円
総務債 7億1,616万円
民生債 4億1,453万円
公営住宅債 2億3,671万円
農林水産業債 1億4,643万円
その他　臨時財政対策債※など 123億7,311万円

住宅資金貸付事業特別会計 1,722万円
児玉南土地区画整理事業特別会計 8億2,573万円
公共下水道事業特別会計 86億2,645万円
農業集落排水事業特別会計 6億5,114万円
水道事業会計 44億2,049万円

合　　計 357億1,363万円
※臨時財政対策債とは、国の地方交付税として交付すべき財源が不足した
場合に、普通交付税の代替措置として地方がその財源不足を補てんするた
め特例的に認められた地方債です。

市民一人あたりの市債の状況 442,680円

●特別会計歳入歳出決算額
特別会計は、特定の事業を行うために、一般会計と区分して経理される会計です。

会計名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
国民健康保険 88億2,892万円 87億8,896万円 3,996万円
公共下水道事業 22億1,520万円 22億1,219万円 301万円
住宅資金貸付事業 1,283万円 1,190万円 93万円
児玉南土地区画整理事業 2億4,371万円 2億4,341万円 30万円
農業集落排水事業 1億  189万円 1億   94万円 95万円
介護保険 46億3,303万円 45億8,002万円 5,301万円
後期高齢者医療 5億9,919万円 5億9,884万円 35万円

●水道事業会計
水道事業は、企業会計となっています。

区分 収入決算額 支出決算額 収入支出差引額
収益的収支 14億7,284万円 12億3,213万円 2億4,071万円
資本的収支 8億3,326万円 15億7,600万円 △ 7億4,274万円
※収入決算額及び支出決算額に仮受消費税及び仮払消費税を含みます。
※資本的収支不足額は、内部留保資金で補てんしました。

一般会計
歳入

288億9,093万円

市税
107億5,350万円

37.2%

国庫支出金
36億5,039万円

12.6%

市債 
25億2,536万円

8.7%

繰越金
21億8,231万円

7.6%

分担金及び負担金
4億8,827万円

1.7%

譲与税・交付金
 13億8,510万円

4.8%

県支出金
16億2,256万円 5.6%

諸収入
4億5,070万円

1.6%

その他
12億6,097万円

4.4%

地方交付税 
45億7,177万円
 15.8%

一般会計
歳出

268億884万円

民生費 
94億7,567万円

35.3%

土木費 
37億9,679万円

14.2%

教育費
24億1,613万円

9.0%

公債費　
21億5,026万円

8.0%

衛生費
14億3,449万円

5.4%

消防費 
10億2,196万円

3.8%

その他
12億4,776万円

4.7%

総務費　
52億6,578万円

19.6%

▲「本庄早稲田の杜づくり」関連事業
（薬師堂公園）

▲小学校施設整備事業
（本庄東小学校新校舎）
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　平成25、26年度に本庄上里学校給食センターで発注する食材納入業者の、指
定申請書の受け付けを下記のとおり行います。
受付期間：１月４日㈮～31日㈭（土・日・休日を除く）
受付時間：午前９時～正午、午後１時～４時
受付場所：本庄上里学校給食センター（小島南１－８－１）
※申請書類は12月６日㈭から本庄上里学校給食センターで配布します。
★本庄上里学校給食センター☎㉔２６２１
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学校給食用物資納入業者指定申請を受け付けます

　平成23年度決算に係る本庄市の健全化判断比率（①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、
④将来負担比率）及び⑤公営企業における資金不足比率を公表します。
　本庄市の健全化判断比率は、「早期健全化基準」や「財政再生基準」には該当しませんでした。実質赤字比率、
連結実質赤字比率は、昨年に引き続き黒字であり、実質公債費比率では0.1ポイント、将来負担比率は25.6ポイ
ント、昨年に比べ改善しています。また、公営企業も黒字のため、資金不足比率はありません。

市財政の健全化指標を公表します

本　

庄　

市

●一般会計等
・一般会計
・住宅資金貸付事業特別会計
・児玉南土地区画整理事業特別会計
■公営事業会計
・国民健康保険特別会計
・介護保険特別会計
・後期高齢者医療特別会計
うち公営企業会計
・水道事業会計
・公共下水道事業特別会計
・農業集落排水事業特別会計

一部事務組合・広域連合
・児玉郡市広域市町村圏組合
・本庄上里学校給食組合　など

地方公社・第三セクター
・本庄市土地開発公社

健全化判断比率（％） ①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率 ④将来負担比率
本庄市の指標 黒字 黒字 13.4 49.3
早期健全化基準 12.67 17.67 25 350
財政再生基準※ 20 30 35
※財政再生基準を上回ると、国などの関与で財政の建て直しを図ることになります。

資金不足比率（％） 水道事業会計 公共下水道事業 農業集落排水事業
⑤資金不足比率 黒字 黒字 黒字
経営健全化基準 20 20 20

④　

将　

来　

負　

担　

比　

率

49.3％

本庄市の財政状況を家計にたとえてみました
　イメージしにくい市の財政状況を分かりやすくするために、平成23年度一般会計決算を1か月の収入が40万円の
家計にたとえてみました。
※1か月の収入金額40万円は、総務省統計局の統計資料を参考にしたものです。

１か月あたりの収入（主な収入項目） １か月あたりの支出（主な支出項目）
給料
（市税）
雑収入［パートなど］
（使用料・寄附金など）
貯金の取り崩し
（基金繰入金）
前月からの繰越金
（繰越金）
親や親戚からの援助
（地方交付税・補助金など）
新たな借入金
（市債）

収入合計

148,884円

30,285円

174円

30,214円

155,479円

34,964円

400,000円

食費
（人件費）
医療費
（扶助費）
ローンの返済
（公債費）
家の増改築費
（普通建設事業費）
子どもへの仕送り
（特別会計繰出金）
貯金
（積立金）
光熱水費・日用品費・車等維持費・その他経費
（物件費・補助費等・維持補修費など）
来月への繰越金
（繰越金）
支出合計

56,277円

84,567円

29,771円

55,506円

41,630円

21,217円

82,205円

28,827円

400,000円
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　１回の手続きで、本庄市、美里町、神川町、上里町及び児玉郡市広域市町村圏組合に申請する場合は１を、
本庄市に単独申請する場合は２を、児玉郡市広域市町村圏組合に単独申請する場合は３をご覧ください。
１　児玉郡市合同受付
　①郵送による申請 ②窓口持参による申請
　　受付期間　12月17日㈪～1月18日㈮（当日消印有効） 　受付期間　１月21日㈪～23日㈬
　　送付先　　〒367－8501 　受付時間　午前９時～11時30分、
　　　　　　　埼玉県本庄市本庄3－5－3 　　　　　　午後１時～４時
　　　　　　　本庄市役所　財政課 　受付場所　市役所5階502会議室
　　※封筒の表に「25･26年度児玉郡市合同受付」と朱 　※書類受付のみ。その場で書類不備等の
　　書きしてください。 　審査は行いません。
２　本庄市単独受付
　●窓口持参のみ　　受付期間　２月４日㈪～８日㈮
　　　　　　　　　　受付時間　午前９時～11時30分、午後１時～４時
　　　　　　　　　　受付場所　市役所３階財政課
３　児玉郡市広域市町村圏組合単独受付
　●窓口持参のみ　　受付期間　２月４日㈪～８日㈮
　　　　　　　　　　受付時間　午前９時～11時30分、午後１時～４時
　　　　　　　　　　受付場所　児玉郡市広域市町村圏組合総務課

　児玉郡市広域市町村圏組合では、「建設工事、設計・調査・測量」の埼玉県電子入札共同システムに参加し
ていません。下記のいずれかの方法で申請してください。
　①郵送による申請 ②窓口持参による申請
　　受付期間　１月４日㈮～２月１日㈮（当日消印有効） 　受付期間　２月４日㈪～８日㈮
　　送付先　　〒367－0204 　受付時間　午前９時～11時30分、
　　　　　　　埼玉県本庄市児玉町蛭川９１５－１ 　　　　　　午後１時～４時
　　　　　　　児玉郡市広域市町村圏組合総務課 　受付場所　児玉郡市広域市町村圏組合総務課
　　※封筒の表に「25･26年度組合単独受付」と朱　
　　書きしてください。　

平成25･26年度発注分「競争入札参加資格審査申請」を受け付けます
★財政課☎㉕１１６５、児玉郡市広域市町村圏組合総務課☎72２２４１

物品・印刷・業務委託等

児玉郡市広域市町村圏組合が発注する建設工事、設計・調査・測量

※『申請の手引き』は、12月３日㈪から配布します。（本庄市は財政課及び児玉総合支所総務課、児玉郡市
広域市町村圏組合は総務課にて。各ホームページからダウンロードもできます。）

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・
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市民プラザ跡地複合施設の配置・環境配慮・外装計画をお知らせします ■環境配慮計画
・環境にやさしく、人にやさしい施設づくりを目指します。
・外壁面と屋上面は外断熱とし、高断熱化を図ります。
・ 開口部は有孔折板ルーバーによるエコスクリーンを設けること
により、日射制御（よしず効果）を行います。また、ガラス面
はペアガラスを採用し、開口部の断熱効果を高めます。
・ 省エネ化と再生可能エネルギーを積極的に導入した施設計画と
し、下記に示す環境配慮項目を検討します。
　 「光」 ・太陽光発電　・自然採光＋明るさセンサー
　のエコ ・人感センサー　・高効率型照明器具
　 「風」 ・自然通風の促進　・温度差換気
　のエコ ・風力発電
　 「水」 ・気化熱利用（ドライミスト）
　のエコ ・透水性舗装　・節水器具
　 「熱」 ・高断熱化 ・開口部の日射制御 
　のエコ ・開口部の高気密化　・クールピット
　 「緑」 ・敷地内緑化 
　のエコ ・落葉樹による日射制御システム

■外装計画
・市街地の中心に建つ複合施設として、街並みを活性化させ、時代を先導する存在感のある立面です。
・ 日本の昔ながらの建物の色でもある、白～灰～黒を基調とした外装とし、現代的な表情を作りながらも街並みと
調和させ、本庄まつりの山車の集まる場所として「和」を感じられる外観づくりを目指します。
・ 有孔折板ルーバーによるエコスクリーンは、新しい現代的な外観をつくります。日本の伝統的な手法でもある「よ
しず効果」により、環境負荷低減に寄与しながら通りゆく人々の道標となる外観づくりを目指します。
・ 銀座通り側は、ガラス面の連続した外観とし、１階交流スペースの様子が商店街側からもうかがえます。

基本設計の概要版は、市ホームページ、企画課施設調整係（市役所４階）、総務課（総合支所２階）、図書館本館・
児玉分館で閲覧できます。

■配置計画

 【建物配置計画】
・ 敷地北側に複合施設を配置し、日当たりのよい南側に駐車場兼イベント広場を配置します。また、イベント用倉
庫を既存建物の西側に配置します。
・ 小公園を北側に配置し、北側道路と東側道路からのアプローチが可能です。
・ 外部トイレを小公園付近に配置し、複合施設の開館時間外でも利用できます。

 【動線計画】
・ メインエントランスを１階南側に配置し、サブエントランスを１階南側及び北側（２か所）、２階南側に配置します。
東側道路（銀座通り）、西側道路、北側（小公園）からの利用者に対してアプローチしやすくします。
・ 車両動線は、東側（銀座通り）、西側の２か所からアプローチができます。
・ 自動車を利用して訪れる高齢者や身障者等がスムーズに乗降できるようにシンボルツリーを中心として車寄せを
設けます。
・ 北側搬入路より、展示ホール及び多目的ホールへの搬出入が行えます。

 【駐車場・駐輪場計画】
・ 駐車台数は、56台（一般車用54台＋身障者用２台）、北側に４台設け、合計60台です。
・駐輪場は建物南側に30台（屋根付き）と、北側の小公園に20台です。

　平成27年度末オープンを目指す２つの新しい複合施設の基本設計が完了し、先月号で計画概要と基本方針概要を
掲載しましたが、市民のみなさんに新施設への理解を深めていただくために、今月号では市民プラザ跡地に建設す
る複合施設の配置・環境配慮・外装計画についてお知らせします。概算工事費は約22億円です。（来月号では、児玉
総合支所建て替えにより建設する複合施設の配置・環境配慮・外装計画を掲載します。） ★企画課☎㉕１２４６

部分南立面図
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コース案内図

　　 第１７回本庄早稲田の杜

クロスカントリー＆ハーフマラソン大会

を開催します！

　一年の計は元旦にあり。初日の出を浴びて、新年の第一
歩はマラソンで…。
　新春の光を楽しみつつ走りたい、タイムに挑戦したいな
ど、自分らしい目標に向かって走ってみましょう。
日時　平成25年元旦（雨天中止）
　受　　付　　午前７時
　開 会 式　　午前７時20分
　スタート　　午前７時45分
参加資格　どなたでも
※参加にあたっては、各自の責任において健康を管理し、
あらかじめ医師の健康診断等を受け万全の体調でご参加く
ださい。
コース　右図参照（本庄総合公園内約２．５㎞）
申込　当日受付（受付場所　シルクドーム玄関前･本部テント）
★体育課☎㉕１１５２

大　会　概　要
日時　４月14日㈰（雨天決行）
　受　　付　午前７時30分～８時30分
　スタート　午前９時～
会場　本庄総合公園体育館（シルクドーム）
種 目　ハーフマラソン（千本桜コース）、12㎞・６㎞（クロスカントリーコース）、
２㎞・1.4㎞（総合公園内ジョギングコース）
表 彰　各部門別１～６位（ジョギングの部は小学生男女のみ対象）、
　特別賞：遠来賞、ゴールド（高齢者）賞、団体賞
　※完走者全員に完走記録証を即日発行します。
定 員　ハーフマラソン：1,200人、12㎞：600人、６㎞：300人、２㎞：250人、1.4㎞：250人
　※先着順。種目別に定員となりしだい締め切ります。
参 加費　一般：3,000円、高校生：2,000円、中学生：1,000円、ジョギング（小学生及びオープン）：500円
　 ※参加者には、レース後に本庄名物「つみっこ」のサービスのほか、はにぽんグッズや本庄市の名産品などが
当たる空くじなしの抽選会に参加することができます。参加賞は、本庄市マスコット「はにぽん」のオリジナ
ルイラストが入った「大会特製Ｔシャツ（中学生以下はタオル）」をプレゼントします。
申込方法（①又は②を選択。いずれの方法も送金による手数料がかかります。）
　①郵便払込取扱票　所定の申込用紙（郵便払込取扱票）に必要事項を記入のうえ、郵便局で申し込み。
　※申込用紙は、市役所、総合支所、シルクドーム、エコーピア、市民体育館及び各公民館にあります。
　② インターネット　ランネット（http://runnet.jp/）又はスポーツエントリー（http://moon.sportsentry.

ne.jp/）から申し込み。参加費はコンビニやクレジットカードなどの方法で支払います。
申込期間　12月14日㈮～２月３日㈰（郵便払込取扱票での申し込みは、１月25日㈮まで）

第53回　市民元旦マラソン

　前回から本庄の桜の名所「こだま千本桜」沿いを走るハーフマラソン
コースを加え、例年ご好評いただいている本庄早稲田の杜のクロスカン
トリーコースと、魅力ある２つのコースから選択することができます。
　家族で参加しやすいよう、親子でいっしょにジョギングの部に参加
した後、お父さんお母さんが、ハーフマラソンの部やクロスカントリー
12㎞の部にも参加できるタイムスケジュールになっています。
　また、今回はゲストランナーとして、埼玉県庁の川内優輝選手、
NHKの天気予報でお馴染みの平井信行さんが出場を予定していますの
で、ぜひ皆さんもご参加ください。
※川内さんはハーフマラソン、平井さんはクロスカントリー12㎞に参
加予定です。

大会当日の市民ボランティアを募集
　市民による手作りのマラソン大会を目指して、市民のみなさんから役員のボランティアを募集します。
対象　18歳以上（高校生不可）で、平成25年3月下旬の事前説明会に必ず出席できる人
募集人員　50人（先着順）
日時　4月14日㈰　午前7時～午後1時
業務内容　ハーフマラソン走路係・給水所係、選手受付係等　
募集期間　12月18日㈫～1月18日㈮
申込方法　体育課（シルクドーム内）で直接申し込み又は、電話・FAX・電子メールでお申し込みください。
※ボランティア参加者には、大会特製はにぽんキャップ、お弁当、飲み物が支給されます。

★ 本庄早稲田の杜クロスカントリー&ハーフマラソン大会事務局（体育課内）☎㉕1152・FAX㉕1636
　３:taiiku@city.honjo.lg.jp

2013 4.14㈰雨天決行

川内 優輝さん 平井 信行さん

ゲストランナー

大会公式ホームページ（http://smart.jognote.com/honjowasedarun）
大会用facebook（http://www.facebook.com/honjowasedarun）
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　市では、子どもたちの安全のため、また、保護者のみなさんが安心して働くことができる
ように、学童保育事業を行っています。前原・日の出・寿・藤田の市立学童保育室では、下
記のとおり、平成25年度の入室児童を募集します。
　入室は、保護者等が保育できない理由などの条件を審査し、判定します。入室の結果は１
月中に通知し、入室児童の保護者には３月に説明会を実施します。
○市立学童保育室一覧

平成25年度市立学童保育室の入室児童を募集します
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受付期間　12月７日㈮～１月９日㈬（日・休日・年末年始を除く）　午前９時～午後５時30分
提 出書類　①学童保育室入室申込書②保育に欠けることの証明書③平成24年度所得・課税証明書又は非課税証明
書（平成24年１月１日に本庄市に住民登録していた人は不要）
定員　各25人
保育期間　平成25年４月１日㈪～平成26年３月31日㈪
保育時間　放課後から午後６時まで（学校の休業日は、午前８時30分～午後６時。日・休日・年末年始を除く）
対 象　４月に小学校へ入学する新１年生から新３年生（平成25年４月８日時点）の児童。ただし、保護者等が就
労などの理由で昼間、児童の保育ができない場合に限ります。
保護者負担金（児童１人あたりの月額保育料）　
　市民税所得割課税世帯…5,500円、市民税均等割課税世帯…2,500円、
　市民税非課税世帯・生活保護世帯…０円
※別途、おやつ代として月額2,000円及びクラブ共済保険代として年額1,800円が必要です。

保育室名 場所 主な対象学区 書類請求・受付・問い合わせ先
前原学童保育室 前原児童センター内 中央小・本庄西小・本庄南小 前原児童センター　 ☎㉑９８２０
日の出学童保育室 日の出児童センター内 本庄東小

日の出児童センター ☎㉑０４２０寿学童保育室 寿２－４－24 本庄東小
藤田学童保育室 藤田小学校内 藤田小
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市役所の一般業務は、12月29日㈯から１月３日㈭まで休みになります。このため、
休みの前後は窓口が大変混み合います。届出や証明書の交付・納税などは早めに済
ませましょう。

年末年始の業務案内

◆年末年始業務日程表（○は業務実施、■はお休みです。）
平成24年12月 平成25年１月

26日㈬ 27日㈭ 28日㈮ 29日㈯ 30日㈰ 31日㈪ １日㈷ ２日㈬ ３日㈭ ４日㈮ ５日㈯

市 役 所
（本庁･総合支所）
※日曜開庁、パス
ポート業務は本庁
のみ。

○ ○ ○ ○
市民課関係
・ 年末年始は、証明書の発行業務、住所移動（転入、転出届など）、パスポート業務の受付
などは行いません。
・12月30日㈰の日曜開庁はお休みです。
・ 戸籍の届出は、本庁では本庁舎東側夜間受付で終日（死亡・死産届は午前８時30分から午
後５時15分まで）、総合支所では市民福祉課窓口で午前８時30分から午後５時15分まで
受け付けています。

前原児童センター
日の出児童センター ○ ○ ○ ○ ○

本庄市保健センター ○ ○ ○ ○

休日急患診療所
○ ○ ○ ○ ○

診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
診療科目　内科系疾患（健康保険証を持参してください。）

ご み の 収 集
ごみ収集休止期
間中は、各家庭
で保管をお願い
します。

○ ○ ○ ※月・木
地域可燃 ○

※12月30日㈰は、月・木収集地域のみの臨時収集日です。
・可燃ごみ　年始は１月４日㈮から収集を行います。（ごみの搬出は、本庄地域午前８時30分、
　児玉地域午前８時まで。時間厳守。）
・ 不燃ごみ　年始は１月７日㈪から収集を行います。
・ 資源ごみ分別収集　１月１日㈷の収集区域（宮本町・泉町・上町・仲町・照若町・本町・
南本町）の収集は、８日㈫に延期します。その他の区域は、収集日の変更はありません。
・粗大ごみリクエスト収集　年内収集の最終申し込みは、次のとおりです。
　本庄地域　申込締切　12月21日㈮　収集日　12月26日㈬
　児玉地域　申込締切　12月25日㈫　収集日　12月28日㈮

ごみの自己搬入
○ ○ ○ ○ ○ ○
小山川クリーンセンター（☎㉒８２００）の受付時間は、午前８時40分から正午、午後１
時から４時30分までです。

し 尿 く み 取 り
浄 化 槽 清 掃

○ ○ ○ ○ ○
児玉地域については、12月８日㈯までに業者にご連絡ください。
詳しいお問い合わせは、直接業者へ。

図 書 館
（本館･児玉分館） ○ ○ ○

体 育 施 設 ○ ○ ○
循 環 バ ス ○ ○ ○ ○
※ 休日急患診療所は、本庄市保健センター内にあります。
※ 体育施設とは、各体育館・グラウンド・テニスコート及び市民球場・武道館・弓道場のことです。

（ ）



13

　

　

防災行政無線自動応答サービスのご案内

平成24年12月1日号 12

◇◆空間放射線量・放射性物質
測定結果のお知らせ◆◇

　11月第１週分（10月27日～ 11月2日）、11月第２週
分（11月５日～９日）、11月第３週分（11月10～ 16日）
の放射性ヨウ素及び放射性セシウムは不検出でした。
★ 教育総務課☎㉕1182、子育て支援課☎㉕1128、本庄
上里学校給食センター☎㉔2621

― 市立小中学校・市立保育所の
給食等放射性物質測定結果 ―

　埼玉県では、農畜産物等の放射性物質調査を実施して
います。市内で採取したホウレンソウ・サニーレタス・
レタス・カリフラワー（判明日11月８日）、キャベツ・
ロマネスコ・原乳（判明日11月15日）の放射性セシウム
は、全て基準値を下回りました。
★農政課☎㉕１１７７

― 農畜産物の放射性物質測定結果 ―

男
子
の
部

指揮者 家田雅常（株式会社日立ハイテクノロジーズ）
１番員 直江正樹（朝日工業株式会社埼玉事業所）
２番員 佐々木惇也（株式会社日立ハイテクノロジーズ）

女
子
の
部

指揮者 齊藤美奈（埼玉グランドホテル本庄）
１番員 並木香織（埼玉グランドホテル本庄）
２番員 鶴田　維（埼玉グランドホテル本庄）

◎上位成績個人

男
子
の
部

優　勝 株式会社日立ハイテクノロジーズ（Ａチーム）
準優勝 美里町役場
第３位 朝日工業株式会社埼玉事業所

女
子
の
部

優　勝 埼玉グランドホテル本庄
準優勝 さいたまセレモニーホール本庄
第３位 本庄市役所

◎上位成績事業所

第26回自衛消防隊屋内消火栓操法大会
　10月15日、児玉郡市広域消防本部と児玉郡市防
火安全協会は、「第26回自衛消防隊屋内消火栓操法
大会」をセルディ駐車場で開催しました。
　大会には、管内の13事業所から18チーム70人が
出場し、初期消火訓練の成果と日頃の鍛錬の腕前を
競いました。

大会結果

◎個人住民税の特別徴収とは
・ 事業主（給与支払者）が所得税の源泉徴収と同じように、毎月、従業員に支払う給与から個人住民税（県民税と
市町村民税）を天引きし、納税義務者である従業員に代わって市町村に納入していただく制度です。
・ 事業主は原則、特別徴収義務者として法人・個人を問わず、全ての従業員について、個人住民税を特別徴収して
いただく必要があります。
・事業主や従業員の意思で特別徴収するかどうかを選択することはできません。
◎特別徴収の方法は
・ 毎年５月に、市町村から事業主宛てに特別徴収税額を通知しますので、その税額を６月以降、従業員の毎月の給
与から天引きしていただき、翌月10日までに、各従業員の当該年度１月１日住民登録地の市町村に納めていただ
きます。
・ 税額の計算は市町村が行います。また、年末調整もありませんので、事業主の事務的負担はそれほど大きくあり
ません。
◎特別徴収のメリットは
・ 従業員が税金を納めるために金融機関等に行く手間を省く
ことができます。
・ 普通徴収の納付が年４回であるのに対し、特別徴収は年
12回であるため、１回当たりの負担が少なくてすみます。
～給与支払者のみなさんへ～
　本庄市・児玉郡３町と本庄県税事務所では、個人住民税の
特別徴収を実施していない事業主の人を対象に、特別徴収に
よる納税への切替をお願いしています。ご理解とご協力をお
願いします。
★課税課☎㉕１１２３

平
成
25
年
度
市
民
税
・
県
民
税
の
主
な
税
制
改
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
24
年
１
月
１
日
以
後
に
締

結
し
た
保
険
契
約
等
（
以
下
「
新

契
約
」
と
い
う
）
に
係
る
控
除
額

に
つ
い
て
、
介
護
（
費
用
）
保
障

又
は
医
療
（
費
用
）
保
障
を
内
容

と
す
る
主
契
約
又
は
特
約
に
係
る

支
払
い
保
険
料
等
に
つ
い
て
介
護

医
療
保
険
料
控
除
（
適
用
限
度
額

２
万
８
千
円
）
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

一
般
の
生
命
保
険
料
控
除
、
個

人
年
金
保
険
料
控
除
、
介
護
医
療

保
険
料
控
除
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

適
用
限
度
額
が
２
万
８
千
円
に
な

り
、
そ
の
合
計
額
に
つ
い
て
生
命

保
険
料
控
除
と
し
て
の
適
用
限
度

額
が
７
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
12
月
31
日
以
前
に
締

結
し
た
保
険
契
約
等
（
以
下
「
旧

契
約
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
は
、

従
前
の
一
般
生
命
保
険
料
控
除
及

び
個
人
年
金
保
険
料
控
除
が
適
用

さ
れ
、
控
除
額
の
計
算
に
つ
い
て

も
従
前
と
同
様
に
な
り
ま
す
。

　

新
契
約
と
旧
契
約
の
両
方
が
あ

り
、
一
般
生
命
保
険
料
控
除
及
び

個
人
年
金
保
険
料
控
除
を
受
け
る

場
合
、
新
契
約
の
計
算
式
で
算
出

さ
れ
た
控
除
額
と
旧
契
約
の
計
算

式
で
算
出
さ
れ
た
控
除
額
の
合
計

額
に
つ
い
て
適
用
限
度
額
が
そ
れ

ぞ
れ
２
万
８
千
円
に
な
り
ま
す
。

※
介
護
医
療
保
険
料
控
除
も
あ
る

場
合
は
、
そ
の
控
除
額
も
合
算
の

う
え
生
命
保
険
料
控
除
の
適
用
限

度
額
が
７
万
円
と
な
り
ま
す
。

※
新
契
約
の
分
を
含
め
ず
に
旧
契

約
の
み
で
年
末
調
整
又
は
確
定
申

告
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ

の
場
合
、
旧
契
約
の
計
算
方
法
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
３

生
命
保
険
料
控
除
の
改
組

　市で放送している防災行政無線は、一部の放送を除き、
放送内容を電話で確認することができます。ご利用の際
は、通話料金がかかりますのでご注意ください。

自動応答電話番号　☎㉒１３５１
※電話が込み合っているときはつながりにくい場合があります。
★自治防災課☎㉕１１８４

個人住民税の特別徴収をお願いします

【変更前】

【変更後】

旧　契　約
一般生命保険料控除額　※計算式（2）

個人年金保険料控除額　※計算式（2）
控除額合計
上限7万円}

＜新契約のみの場合＞

＜旧契約のみ、又は介護医療保険料控除を追加の場合＞

＜新契約と旧契約の両方を控除にとる場合＞
新　契　約 旧　契　約

一般生命保険料控除額 ※計算式（1）  一般生命保険料控除額 ※計算式（2）

個人年金保険料控除額 ※計算式（1）  個人年金保険料控除額 ※計算式（2）

介護医療保険料控除額 ※計算式（1）

控除額合計
上限7万円}＋

＋
新・旧合計で28,000円が上限　※新契約を含めない場合35,000円が上限

新・旧合計で28,000円が上限　※新契約を含めない場合35,000円が上限

新　契　約 旧　契　約
一般生命保険料控除額　※計算式（2）

個人年金保険料控除額　※計算式（2）

介護医療保険料控除額　※計算式（1）

控除額合計
上限7万円}

新　契　約
一般生命保険料控除額　※計算式（1）

個人年金保険料控除額　※計算式（1）

介護医療保険料控除額　※計算式（1）

控除額合計
上限7万円}

＜旧契約＞
平成23年12月31日以前に締結した保険契約等に係る生命保険料控除額の計算方法

※計算式（2）
年間の支払保険料等 控　除　額

15,000円以下 支払保険料等の全額
15,000円超 40,000円以下 支払保険料等×1/2＋ 7,500円
40,000円超 70,000円以下 支払保険料等×1/4＋ 17,500円

70,000円超 35,000円

＜新契約＞
平成24年1月1日以降に締結した保険契約等に係る生命保険料控除額の計算方法
※計算式（1）

年間の支払保険料等 控　除　額
12,000円以下 支払保険料等の全額

12,000円超 32,000円以下 支払保険料等×1/2＋ 6,000円
32,000円超 56,000円以下 支払保険料等×1/4＋ 14,000円

56,000円超 28,000円



平成24年12月1日号

でんごん
広場

★ １月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。

高
たか

井
い

　優
ゆ

妃
い

ちゃん（小島１丁目）
〈平成21年生まれ〉

片
かたやま

山　智
ち

華
か

ちゃん（若泉１丁目）
〈平成22年生まれ〉

ゆいちゃん３歳
おめでとうこ
れからも素敵な
笑顔で元気にス
クスク育ってネ♪

お誕生日おめ
でとう元気ニ
コニコの智華が
一番だから！こ
れからもヨロシ
クね！

いっちゃん２歳
おめでとう言
葉もたくさんで
てきたね。毎日
の成長が楽しみ
です。

戸
と

谷
や

　美
み

紗
さ

希
き

ちゃん（小島南３丁目）
〈平成23年生まれ〉

笑顔が可愛いみ
さきちゃん１歳
のお誕生日おめ
でとう！これか
らもにいにと仲
良くね☆

12月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは12月14日㈮必着です。

原
はら

田
だ

遥
はる

斗
と

ちゃん・琥
こ

羽
う

ちゃん（東台２丁目）
〈平成20・22年生まれ〉

はるくんこう
ちゃんおたん
じょうびおめ
でとう。これ
からも楽しく
過ごそうね

廣
ひろかわ

川　大
たい

翔
が

ちゃん（児玉町児玉）
〈平成22年生まれ〉

２歳の誕生日お
めでとう！健康
で活発な子に育っ
てね。

1415

秋
�
叙
勲
�
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

政
府
は
、
11
月
３
日
付
発
令
の

平
成
24
年
秋
の
叙
勲
及
び
第
19
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
次
の
各
氏
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

【
平
成
24
年
秋
の
叙
勲
】

▽
瑞
宝
小
授
章

募

　
「
第
64
回
県
科
学
教
育
振
興
展

覧
会
中
央
展
」
で
、
市
内
小
中
学

校
か
ら
次
の
と
お
り
最
優
秀
作
品

１
点
、
優
秀
作
品
２
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

【
最
優
秀
作
品
】

県
教
育
長
賞
（
中
学
校
の
部
）

作 

品
名　
「
ナ
ミ
ア
ゲ
ハ
の
観
察

パ
ー
ト
６
〜
蛹
の
色
の
謎
〜
」

【
優
秀
作
品
】（
小
学
校
の
部
）

作 

品
名　
「
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
と
ア

カ
ツ
メ
ク
サ　

パ
ー
ト
６
〜
葉

の
中
の
ブ
ド
ウ
糖
〜
」

・
中
央
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　

畠
山　

浩
平　

さ
ん

【
優
秀
作
品
】（
中
学
校
の
部
）

作 

品
名　
「
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
と
ア

カ
ツ
メ
ク
サ　

パ
ー
ト
Ⅵ
〜
小

葉
の
開
閉
・
気
孔
の
開
閉
〜
」

・
本
庄
南
中
学
校
３
年

　
　
　
　

畠
山　

の
ど
か　

さ
ん

受
賞
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
64
回
県
科
学
教
育

振
興
展
覧
会
中
央
展

渡
わた

部
べ

　一
いち

花
か

ちゃん（緑２丁目）
〈平成22年生まれ〉

　めでたく百歳を迎えられた内田フサさん（大正
元年10月28日生まれ）、安藤ムツさん（大正元年
11月８日生まれ）を吉田市長が訪問し、お祝いの
「寿状」を贈りました。

▽
旭
日
双
光
章

▽
瑞
宝
双
光
章

【
第
19
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
】

▽
瑞
宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）

　

平
成
24
年
度
埼
玉
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
家
庭
教
育
委
員
会
が
募
集
す

る
「
あ
り
が
と
う
の
手
紙
」
コ
ン

ク
ー
ル
で
中
央
小
学
校
６
年
の
齋

藤
蓮
さ
ん
の
作
品「
母
ち
ゃ
ん
へ
」

が
特
別
賞
と
な
る
県
教
育
長
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

【
特
別
賞
・
県
教
育
長
賞
】

あ
り
が
と
う
の
手
紙
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅳ

彩
の
国
・
埼
玉
り
そ
な
銀
行

第
43
回
埼
玉
文
学
賞

　

彩
の
国
・
埼
玉
り
そ
な
銀
行
第

43
回
埼
玉
文
学
賞
短
歌
部
門
の
正

賞
に
藤
村
光
子
さ
ん
の
作
品
「
猛

暑
の
日
々
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
短
歌
部
門
・
正
賞
】

い
な
い
い
な
い
ば
ぁ
に

　

何
度
も
声
た
か
く
体
そ
ら
せ
て

　
　
　
　
　
　
　

笑
う
み
ど
り
ご

続
き
い
る
猛
暑
の
日
々
を

　

謳
歌
し
て
枝
も
た
わ
わ
に

　
　
　
　
　
　
　
　

百
日
紅
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
（
抄
出
歌
）

みなさんの情報交換の場
　＝行事案内　　＝会員募集募行

　

で
ん
ご
ん
広
場
は
、
既
に
市
内

の
公
的
施
設
等
で
活
動
し
て
い
る

団
体
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

で
ん
ご
ん
広
場
の
掲
載
申
し
込
み

は
、
秘
書
広
報
課
（
☎
㉕
１
１
５

５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第７回15Ｕ全国ＫＢ野球秋季大会
埼玉スーパースターズで全国制覇
（右）野島　敬太さん（本庄南中３年）
（左）野﨑　真也さん（本庄南中３年）

　

本
庄
南
中
３
年
生
の
野
島
敬
太

さ
ん
と
野
﨑
真
也
さ
ん
が
、
10
月

６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
、

千
葉
県
成
田
市
で
行
わ
れ
た
第
７

回
15
Ｕ
全
国
Ｋ
Ｂ
野
球
秋
季
大
会

に
埼
玉
県
代
表
の
埼
玉
ス
ー
パ
ー

ス
タ
ー
ズ
の
一
員
と
し
て
出
場
し
、

見
事
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。

　
決
勝
戦
で
は
、
秋
田
県
代
表
の
Ａ

ｋ
ｉ
ｔ
ａ
中
ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
ま
し

た
。
試
合
は
、
９
回
ま
で
白
熱
し
た

投
手
戦
が
続
き
、
両
チ
ー
ム
と
も
無

得
点
の
一
進
一
退
の
展
開
で
し
た
。

　
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
方
式
で
の
延
長
戦

に
も
つ
れ
こ
ん
だ
10
回
の
表
に
２

点
を
先
制
し
、
そ
の
裏
で
１
点
を
許

し
ま
し
た
が
、
２
対
１
で
見
事
接
戦

を
征
し
、
勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
、
本
庄
南
中
学
校
野
球

部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
夏
の

大
会
で
引
退
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

●
お
二
人
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

野
島
さ
ん
（
以
下
野
島
と
い
う
）

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
す
。

野
﨑
さ
ん
（
以
下
野
﨑
と
い
う
）

フ
ァ
ー
ス
ト
で
す
。

●
野
球
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き

で
す
か
？

野
島　

 

す
べ
て
で
す
。

野
﨑　

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

試
合
に
勝
っ
た
と
き
で
す
。
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
な
け
れ
ば
試
合
に
勝

て
な
い
の
で
。

●
全
国
大
会
の
感
想
は
？

野
島　

初
め
て
の
全
国
大
会
で
し

た
が
、
全
国
の
レ
ベ
ル
に
も
十
分

通
じ
る
こ
と
が
分
か
り
、
今
後
の

野
球
人
生
に
お
い
て
も
大
変
貴
重

な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

野
﨑　

こ
の
全
国
大
会
で
は
、
苦

し
い
試
合
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
一
試
合
一
試
合
戦
う
ご
と

に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
な
っ
て

行
き
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
う
こ
と
が
で

き
た
結
果
、「
全
国
制
覇
」
と
い
う

最
高
の
形
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
。

●
日
々
の
練
習
で
気
を
つ
け
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

野
島　

常
に
野
球
が
う
ま
く
な
る

よ
う
に
コ
ツ
探
し
を
し
て
い
ま
す
。

野
﨑　

い
つ
も
野
球
の
神
様
が
見

て
い
る
と
思
っ
て
、
日
々
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

●
将
来
の
目
標
と
夢
を
教
え
て
く

だ
さ
い

野
島　

高
校
通
算
本
塁
打
を
60
本

以
上
打
ち
、
プ
ロ
野
球
選
手
に
な

る
こ
と
で
す
。

野
﨑　

中
学
校
野
球
部
の
顧
問
に

な
っ
て
、
チ
ー
ム
を
全
国
優
勝
さ

せ
る
こ
と
で
す
。

●
本
庄
南
中
野
球
部
顧
問
の
阿
部

監
督
か
ら
一
言　

こ
こ
ま
で
の
道

の
り
は
、と
て
つ
も
な
く
厳
し
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
決
し
て
間
違

い
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
間
支
え

て
く
れ
た
親
や
野
球
関
係
者
そ
し

て
仲
間
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
い
い
思
い
を
し
た
ぶ
ん
少

し
ず
つ
「
世
の
た
め
人
の
た
め
」

に
恩
返
し
で
き
る
人
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
心
か
ら
「
日
本
一
」
お

め
で
と
う
。
二
人
は
、
私
の
自
慢

の
生
徒
に
な
り
ま
し
た
。

本庄虹の演劇鑑賞会
日時　２か月に１回（偶数月）
会場　市民文化会館
費用　入会金　1,000円
　　　月会費　2,400円
問 い合わせ　本庄虹の演劇鑑賞
会事務局☎71７４５６（平日
午後１時～５時）

宮田 好勝 氏
（銀座１）

鯨井 武明 氏
（北堀）

新井 行雄 氏
（西富田）

久保田 文雄 氏
（沼和田）

内田 フサ さん
（小和瀬）

安藤 ムツ さん
（前原２丁目）

本庄東中学校２年
土屋 詩穂 さん

中央小学校６年
齋藤　蓮 さん
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本庄市長

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６
３日㈪・10日㈪・17日㈪・25日㈫・29日㈯～１月３日㈭・7日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６
３日㈪・10日㈪・17日㈪・25日㈫・30日㈰～１月２日㈬・7日㈪
※12月29日㈯は、プール営業のみ午後６時で終了します。
ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

３日㈪・４日㈫、８日㈯～12日㈬

今月の納税納付 ［納期限：12月25日㈫］
・固定資産税　３期　・国民健康保険税　　　　６期
・介護保険料　６期　・後期高齢者医療保険料　６期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　12月５日㈬・１月７日㈪　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

16

催　

し

製
造
事
業
所
の
み
な
さ
ん
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
ク
リ
ス

マ
ス
会
」
に
お
で
か
け
く
だ
さ

い

『
地
域
の
医
療
と
健
康
を
考

え
る
会
』
講
演
会
を
開
催

実
践
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
術

を
学
ぶ
合
同
研
修
会｢

発
達

障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
理

解
と
支
援
」
を
開
催

ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談
を
実
施

◎12月13日㈭・14日㈮市税の夜間納税相談を行います
時間　午後８時まで
場所　収納課（市役所１階）、市民福祉課税務係（総合支所１階）

日　時 業務内容 窓　口 電話番号

12月15日㈯・
　  16日㈰
午前8時30分～
午後5時15分

市税の収納・相談
収納課（市役所１階） ☎㉕１１２０
市民福祉課税務係（総合支所１階） ☎72１３３１（内線３２２）

介護保険料の納付・
相談

介護いきがい課（市役所１階） ☎㉕１７１９
市民福祉課福祉係（総合支所１階） ☎72１３３１（内線３１３）

後期高齢者医療保険
料の納付・相談

保険課（市役所１階） ☎㉕１２４５
市民福祉課保険子育て係（総合支所１階） ☎72１３３１（内線３１５）

保育料の納付・相談
子育て支援課（市役所２階） ☎㉕１１２８
市民福祉課保険子育て係（総合支所１階） ☎72１３３１（内線３１６）

※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

◎12月15日㈯・16日㈰休日収納窓口を開設します
　仕事の都合などで、平日に窓口に来られない人のために、市税、介護保険料、後期高齢者医療保険料及び
保育料の休日収納窓口を下表のとおり開設します。

　

12
月
31
日
㈪
を
基
準
日
と
し
て
、

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に

平
成
24
年
「
工
業
統
計
調
査
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
来
年
１
月
に
か

け
て
、
県
知
事
が
発
行
し
た
写
真

付
き
身
分
証
（
調
査
員
証
）
を
持

参
す
る
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
商
工
課
☎
㉕
１
１
７
５

　

本
庄
保
健
所
で
は
、
青
年
期
の

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
臨
床
心
理

士
に
よ
る
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

日 

時　

12
月
14
日
㈮
、
１
月
11
日

㈮　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

本
庄
保
健
所

＊ 

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
予

約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
「
ク
リ

ス
マ
ス
会
」
に
お
で
か
け
く
だ

さ
い

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
徒
歩
か

自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
22
日
㈯　

午
後
２
時
〜

内 

容　

大
道
芸
人
「
太
平
洋
」
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

と
お
楽
し
み
抽
選
会

対 

象　

２
歳
以
上
の
幼
児
・
小
学

生
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

12
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ
（
当
日
、
会
場

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。）

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

　
「
劇
団
し
ら
か
ば
に
よ
る
人
形

劇
・
サ
ン
ボ
の
冒
険
」
の
上
演
と

お
楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

※
駐
車
場
は
、
本
庄
東
公
民
館
も

利
用
で
き
ま
す
。

日 

時　

12
月
22
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

対
象　

幼
児
・
小
学
生

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

12
月
10
日
㈪
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★ 

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
０

４
２
０

日 

時　
１
月
12
日
㈯　

午
後
２
時
〜

５
時

　

受
付　

午
後
１
時
40
分

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

３
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
�

講 

師　

加
納　

貞
彦　

氏(

早
稲

田
大
学
名
誉
教
授)

演 

題　

日
本
の
医
療
と
世
界
の
医

療
〜
日
本
の
医
療
を
支
え
る
献

身
的
な
医
療
者
〜

内 

容　

日
本
と
世
界
の
医
療
制
度
、

特
に
コ
ス
ト
負
担
の
在
り
方
や

抱
え
て
い
る
課
題
を
話
し
ま
す
。

ま
た
世
界
の
医
療
者
と
比
較
し

て
も
厳
し
い
労
働
環
境
で
働
い

て
い
る
日
本
の
献
身
的
な
医
療

者
に
つ
い
て
話
し
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
医
療
の
在
り
方
に
つ

い
て
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

対 

象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者

定 

員　

１
０
０
人
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

費
用　

無
料

申 

込　

12
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
明
記
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

公
益
財
団
法
人
本
庄
早
稲
田
国

際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４

５
５
・
ｆ

㉔
７
４
６
５

　

主
任
児
童
委
員
会
と
親
の
学
習

推
進
委
員
会
で
は
、
関
係
者
の
研

修
や
交
流
の
場
と
し
て
合
同
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。
実
践
的
な
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
験
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

日
時　
12
月
18
日
㈫　
午
後
２
時
〜

会
場　

中
央
公
民
館

対
象　

ど
な
た
で
も

講 

師　

樫
木　

啓
二　

氏
（
早
稲

田
大
学
保
健
セ
ン
タ
ー
学
生
相

談
室
心
理
専
門
相
談
員
・
臨
床

心
理
士
・
特
別
支
援
教
育
士
）

費
用　

無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８

高齢歩行者の死亡事故多発！！

交
通
安
全

�
�
�
�

●死亡した高齢歩行者の６割以上は道路横断中
●左から来る車との事故が約７割
　「車はまだ遠くにいるから大丈夫」は禁物！
●夜間の事故が約７割!!

夕暮れどきは早め（午後４時点灯）ライト・反射材

―埼玉県内における全交通事故死者数207人うち85人が高齢者（平成23年中）―

児玉地域における固定資産税（土地）の
調査・更正の実施について

　市では昨年度、旧本庄市分と旧児玉町分の固定資
産税課税システムの統合整備を完了させました。こ
れに基づき本年６月から運用を開始した航空写真情
報システムを利用して、平成27年度の評価替えに向
けた宅地の検証作業を行いました。そのなかで、児
玉地域の宅地の一部について、税負担の軽減のため
の特例措置が正しく適用されていないことが疑われ、
今後調査が必要となる案件が約1,800件と、大量に存
在することを確認しました。
　なお、このような状況は本庄地域（旧本庄市）に
おいてはありません。原因については、合併前の旧
児玉町時代において、住宅用地の特例措置が正しく
適用されていなかったことによるものと思われます。
いずれにしても個々の実態把握及び詳しい原因の特
定などは今後の調査によることになります。

　合併後、旧本庄市分と旧児玉町分の固定資産税課
税システムの統合整備は、不可欠の業務であり、段
階的、計画的に実施してまいりました。その業務が
完了し、新たな調査を行ったことで、問題の存在を
確認したところです。
　市としてはまず12月議会に、より詳しい調査準備
のためのシステム導入の予算をおはかりし、平成25
年度から調査と更正に取り組んでまいる予定です。
今後とも市民の皆様には状況の進展について逐次ご
報告してまいりますが、本格的な調査の開始及び最
終的な解決までにはどうしても一定の時間が必要で
す。合併後現在まで、結果として期間を費やさざる
を得なかったことも合わせ、ここに深くお詫び申し
上げます。
　現本庄市として、合併前に起因する課題の解決に
も全力で取り組んでまいりますので、皆様方のご理
解とご協力を賜りたくお願いいたします。

市長から市民の皆様へのお知らせ

※今回「市長コラム」はお休みです。



（
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※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

19

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
参
加
者
募
集

ま
ち
づ
く
り
・
公
開
フ
ォ
ー
ラ

ム
〜
次
の
時
代
の
「
ま
ち
な
か

再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
考
え
る
た

め
に
〜
を
開
催

募　

集

「
ク
リ
ス
マ
ス
か
ざ
り
つ
く
り
」

を
開
催

違
反
簡
易
広
告
物
除
却
推
進

員
を
募
集ス

ポ
ー
ツ

第
11
回
本
庄
市
ジ
ュ
ニ
ア
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
Ｃ
Ｕ
Ｐ
」
を
開
催

市
職
員
採
用
試
験（
第
２
回
）

を
実
施

平
成
25
年
度
本
庄
児
玉
看
護

専
門
学
校
入
学
試
験
を
実
施

　
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
「
本
庄
ま
ち
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
で
は
、

「
市
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
よ

り
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
意
見
交
換
の
場
を
持
ち
た
い

と
の
主
旨
か
ら
、
中
山
道
沿
い
の

既
成
市
街
地
周
辺
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
の

み
な
さ
ん
を
招
い
て
、
こ
れ
か
ら

の
本
庄
の「
ま
ち
な
か
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
自
由
に
考
え
、
話

し
合
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日 

時　
12
月
16
日
㈰　

午
後
１
時
〜

３
時

会
場　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★ 

本
庄
ま
ち
Ｎ
Ｅ
Ｔ
事
務
局
☎
㉔

６
６
８
３

　

家
に
飾
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

や
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作
り

ま
す
。

日 

時　

12
月
９
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

※
電
力
事
情
に
よ
り
開
館
日
・
開

館
時
間
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
急
な
変

更
も
あ
り
ま
す
。

対
象　

ど
な
た
で
も

定
員　

50
人
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

埼
玉
県
立
川
の
博
物
館
☎
０
４

８―

５
８
１―

７
３
３
３

　

市
で
は
、
住
民
と
行
政
が
連
携

し
て
、
貼
り
紙
や
貼
り
札
、
広
告

旗
及
び
立
看
板
等
の
違
反
簡
易
広

告
物
の
除
却
を
推
進
す
る
た
め
、

「
本
庄
市
違
反
簡
易
広
告
物
除
却

推
進
員
設
置
要
綱
」
を
施
行
し
ま

し
た
。

　

違
反
簡
易
広
告
物
の
除
却
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
次
の
と
お
り

違
反
簡
易
広
告
物
除
却
推
進
員
を

募
集
し
ま
す
。

応 

募
資
格　

①
②
に
掲
げ
る
要
件

に
該
当
す
る
推
進
団
体
を
組
織

す
る
こ
と

① 

20
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
が
、
構
成
員
と
し
て
２

人
以
上
い
る
こ
と

② 

構
成
員
が
要
綱
第
５
条
第
１
項

に
規
定
す
る
講
習
を
受
講
す
る

こ
と

＊ 

申
し
込
み
方
法
等
、
詳
し
い
内

容
の
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
建
設
課
☎
㉕
１
１
３
５

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る

「
応
援
者
」
で
す
。
で
き
る
支
援

を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
講
修
了
者
に
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
を
渡
し
て
い
ま
す
。

日 

時　

１
月
30
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場　

セ
ル
デ
ィ

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

＊ 
申
し
込
み
は
、
12
月
10
日
㈪
か

ら
電
話
又
は
直
接
、
児
玉
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
72
５

８
２
８
）
も
し
く
は
介
護
い
き

が
い
課
（
☎
㉕
１
１
２
７
）
へ

「
第
41
回
セ
ル
デ
ィ
ピ
ア
ノ

試
弾
会
」
の
参
加
者
募
集

　

ホ
ー
ル
の
舞
台
で
演
奏
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

程　

12
月
18
日
㈫
〜
23
日
㈷

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時　

※
演
奏
時
間
は
１
人
１
時
間
以
内
。

定
員　

50
人(

先
着
順)

費
用　

無
料

※
中
学
生
以
下
の
人
は
、
保
護
者

又
は
代
理
人
の
付
き
添
い
が
必
要

で
す
。

申 

込　

12
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
セ
ル
デ
ィ
☎
72
８
８
５
１

　

本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校
で
は
、

次
の
と
お
り
入
学
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

◎
一
般
選
考
試
験
（
１
次
募
集
）

受 

験
資
格　

高
等
学
校
卒
業
又
は

平
成
25
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
、

も
し
く
は
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

出 

願
期
間　

１
月
９
日
㈬
〜
18
日

㈮
（
必
着
）

試
験
科
目

・
必
修
科
目
（
現
代
文
）

・ 

選
択
科
目
（
数
学
�
、
生
物
�
、

英
語
�
か
ら
１
科
目
選
択
）

・
小
論
文
、
面
接

試
験
日　

１
月
27
日
㈰

※
２
次
募
集
の
実
施
は
未
定
で
す
。

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
実
施
し

ま
す
。

★ 
本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校
☎
35

２
０
７
７

　

市
で
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日

に
採
用
す
る
職
員
の
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
受
験

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
配
布
期
間

　

12
月
10
日
㈪
ま
で

※
郵
送
請
求
の
場
合
は
、
12
月
６

日
㈭
必
着
で
す
。

配
布
方
法

① 

行
政
管
理
課
（
市
役
所
３
階
）、

総
務
課
（
総
合
支
所
２
階
）
で

配
布
（
土
・
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

② 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

③
郵
送
請
求

　

 

返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
の
用
紙
が

折
ら
ず
に
入
る
封
筒
に
１
２
０

円
分
の
切
手
を
貼
り
、
請
求
者

の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

記
入
）
を
同
封
の
う
え
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

※
請
求
す
る
封
筒
の
表
に
は
「
受

験
案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
く

だ
さ
い
。

請
求
先

　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

 

本
庄
市
総
務
部
行
政
管
理
課
職

員
係

申 

込
期
間　
12
月
10
日
㈪
・
11
日
㈫

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申 

込
方
法　

所
定
の
申
込
書
等
を

記
入
の
う
え
市
役
所
５
階
５
０

２
会
議
室
へ
本
人
が
持
参

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

試 

験
日　

１
月
12
日
㈯
又
は
13
日

㈰
★
行
政
管
理
課
☎
㉕
１
１
６
０

日
時　

２
月
17
日
㈰

　

受
付　

午
前
８
時
30
分

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

対 

象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
在
住
・

在
学
・
在
ク
ラ
ブ
の
小
中
学
生

種
目　

男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス

参
加
費　

１
、
１
０
０
円

申 

込　

１
月
４
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
記
入
の
う

え
市
民
体
育
館
、
エ
コ
ー
ピ
ア
、

シ
ル
ク
ド
ー
ム
の
受
付
箱
へ

※
申
込
用
紙
は
、
各
施
設
に
あ
り

ま
す
。

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
・
中
野
（
☎
㉑
０
８

６
６
）
へ

公
民
館

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

◆
１
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

※
年
始
は
１
月
８
日
㈫
か
ら
利
用

で
き
ま
す
。

時 

間　

午
前
９
時
〜
正
午
、 

午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
旬
の
冬
野
菜
料
理
教
室
〜
簡
単

お
も
て
な
し
レ
シ
ピ
〜

日 

時　

12
月
14
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

講
師　

亀
田　

要
子　

先
生

内 

容　

豆
乳
の
つ
み
っ
こ
、
お
も

て
な
し
天
ぷ
ら
、
柿
の
サ
ラ
ダ

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

６
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル

申 

込　

12
月
７
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

◆
絵
手
紙
教
室

日 

時　

12
月
20
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

中
野　

幸
恵　

先
生

内 

容　

誰
で
も
描
け
る
型
紙
つ
き

「
富
士
山
と
日
の
出
」
の
美
し

い
年
賀
状
を
作
る
。

※
作
品
は
公
民
館
に
展
示
中
で
す
。

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

水
入
れ
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ

ム
、は
さ
み
、５
０
０
円
玉
（
絵

に
使
用
）

申 

込　

12
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

日 

時　
12
月
27
日
㈭　

午
後
６
時
〜

８
時

内 

容　

お
正
月
に
飾
る
美
し
い
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
作
る
。

講
師　

早
野　

啓
子　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
５
０
０
円

用 

意　

は
さ
み
、
深
め
の
花
器
（
20

㎝
位
）、
新
聞
紙
、
剣
山
（
持
っ

て
い
る
人
）

申 

込　

12
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
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ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

共
和
公
民
館 

☎
72
０
３
３
７

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

トールキンのホビット
イメージ図鑑

ウェイン・Ｇ・
ハモンドほか 著

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

モリス・レスモアと
ふしぎな空とぶ本
ウイリアム・
ジョイス 作・絵

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

◆
お
正
月
お
せ
ち
料
理
教
室

日 

時　

12
月
20
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

講
師　

森
谷　

典
子　

先
生

内 

容　

お
正
月
に
家
庭
で
気
軽
に

作
れ
る
松
風
焼
き
、
岩
石
卵
、

ア
ー
モ
ン
ド
ご
ま
め
な
ど
を
作

る
。

定
員　

14
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ

オ
ル
、
持
ち
帰
り
の
容
器
、
筆

記
用
具

申 

込　

12
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
作
り
教
室

日 

時　

１
月
７
日
㈪　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

場 

所　

本
庄
ガ
ス
㈱
キ
ッ
チ
ン
ス

タ
ジ
オ

講
師　

関　

和
五
郎　

先
生

内 

容　

プ
ロ
の
職
人
が
、
お
い
し

い
ケ
ー
キ
つ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

を
指
導
。

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
が
参
加
す
る
場
合
は
保

護
者
１
人
の
参
加
が
必
要
で
す
。

費 

用　

６
０
０
円
（
１
家
族
１
本

◆
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
パ
ン
作
り

教
室

日 

時　
12
月
21
日
㈮　

午
前
10
時
〜

午
後
１
時

場 

所　

本
庄
ガ
ス
㈱
キ
ッ
チ
ン
ス

タ
ジ
オ

講
師　

中
央
公
民
館
職
員

内 

容　

素
敵
で
お
い
し
い
パ
ン
の

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
る
。

◆
手
づ
く
り
味
噌
教
室

日 

時　

１
月
21
日
㈪　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

講
師　

山
下　

梅
子　

先
生

内 

容　

国
産
大
豆
と
手
づ
く
り
こ

う
じ
を
使
い
、
添
加
物
を
一
切

使
用
し
な
い
安
全
で
お
い
し
い

味
噌
を
作
る
。

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
、
持
ち
帰
り
容
器
（
で
き

あ
が
り
５
㎏
分
）

申 

込　

12
月
14
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ（
火
・
水
・
金
・

土
の
み
連
絡
可
）

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室（
ワ
ー
ド
初
級
）

日 
時　

１
月
16
日
か
ら
２
月
６
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

分
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ

オ
ル
、
持
ち
帰
り
の
容
器
、
筆

記
用
具

申 

込　

12
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

日 

時　

１
月
18
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

内 

容　

節
分
の
赤
鬼
、
梅
の
花
巻

き
、
バ
ラ
の
花
巻
き
な
ど
の
飾

り
巻
き
寿
司
を
作
る
。

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ

オ
ル
、
持
ち
帰
り
の
容
器
、
筆

記
用
具

申 
込　

12
月
18
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申 

込　

12
月
10
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

講
師　

東　

禎
章　

先
生

内
容　

ワ
ー
ド
の
基
礎
を
学
ぶ
。

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費 

用　

１
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

用
意　

筆
記
用
具

申 

込　

12
月
21
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ（
火
・
水
・
金
・

土
の
み
連
絡
可
）

◆
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
教
室
〜
お
正
月

用
門
松
と
鏡
餅
作
り
〜

日 

時　

12
月
22
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

青
木　

京
子　

先
生

内 

容　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
門
松
と

鏡
餅
を
作
る
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、５
０
０
円
（
材
料
代
）

申 

込　

12
月
12
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

★
本
館

日
時　
12
月
８
日
㈯　
午
後
２
時
〜

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
の
お
は
な
し

協 

力
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル
本

庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日 

時　
12
月
８
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内 

容　
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
お
は
な
し

協 

力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

日
時　
12
月
15
日
㈯ 　
午
後
２
時
〜

会
場　

図
書
館
視
聴
覚
室

内 

容　

世
界
名
作
ア
ニ
メ
「
あ
し

な
が
お
じ
さ
ん
」

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

日 

時　

12
月
６
日
㈭
・
１
月
10
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会 

場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対 

象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内  

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

★
今
月
の
一
般
図
書

本
の
お
か
わ
り
も
う
一
冊
│
桜
庭

　

一
樹
読
書
日
記

桜
庭 

一
樹 

著

季
節
の
楽
章
│
短
歌
で
楽
し
む
24

　
節
気　

 　

 

沖 

な
な
も 

著

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
体
重

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
栄
養
食

み
ら
い 

た
べ
る 

著

銀
塩
カ
メ
ラ
辞
典

赤
城 

耕
一 

著

手
書
き
で
和
モ
ダ
ン　

筆
文
字
の

　

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ド

さ
と
だ
て 

ゆ
め
こ 

著

惑
い
の
森
〜
50
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
〜

　
　
　
　
　
　

中
村 

文
則 

著

りんご畑の
12か月
松本 猛 文

ぼ
く
は
、
い
つ
で
も
ぼ
く
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

い
っ
こ
く
堂 

著

夜
の
小
学
校
で　

  

岡
田　

淳 

著

月
の
満
ち
か
け
絵
本

　
　
　
　
　
　

大
枝 

史
郎 

文

１
年
生
か
ら
ひ
と
り
で
お
弁
当
を

　

作
ろ
う　
　
　

 

坂
本 

廣
子 

著

き
ん
い
ろ
あ
ら
し

　

カ
ズ
コ
・
Ｇ
・
ス
ト
ー
ン 

作

泥
か
ぶ
ら　
　

 

眞
山 

美
保 

原
作

子
ど
も
版　

声
に
出
し
て
読
み
た

　

い
日
本
語　

 

　

齋
藤 

孝 

編

成
田
国
際
空
港
フ
ラ
イ
ト
準
備
Ｏ

　

Ｋ
！　

 　
　

深
光 

富
士
男 

文

う
れ
し
い
さ
ん
か
な
し
い
さ
ん

　

ま
つ
お
か 

き
ょ
う
こ 

作
・
絵

ク
リ
ス
マ
ス
の
り
ん
ご
│
ク
リ
ス

　

マ
ス
を
め
ぐ
る
九
つ
の
お
話

　

ル
ー
ス
・
ソ
ー
ヤ
ー
ほ
か 

文

★
今
月
の
一
般
図
書

い
の
ち
の
使
い
か
た

　
　
　
　
　
　

日
野
原 

重
明 

著

面
白
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
る　

世
界

の
宗
教
／
宗
教
の
世
界

　
　

 

　

ひ
ろ 

さ
ち
や 

著

脂
質
異
常
の
最
新
治
療

　
　
　
　
　
　
　

石
川 

俊
次 

著

情
報
が
食
の
安
全
を
守
る

　
　
　
　

神
山 

美
智
子
ほ
か 

編

希
望
の
獅
子　

 　

本
城 

雅
人 

著

て
の
ひ
ら
の
記
憶　

水
生 

大
海 

著

こ
の
君
な
く
ば　

 　

葉
室 

麟 

著

満
月
ケ
チ
ャ
ッ
プ
ラ
イ
ス

　
　
　
　
　
　

朱
川 

湊
人 

著

妖
国
の
剣
士　

 

知
野 

み
さ
き 

著
野に咲く花の
生態図鑑

多田 多恵子 著

春
霞
ノ
乱　

   

　

佐
伯 

泰
英 

著

空
の
拳　
　

   

　

角
田 

光
代 

著

こ
と
ば
点
描   

外
山 

滋
比
古 

著

プ
ラ
ト
ン
と
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
立

　

体　

  

ダ
ウ
ド
・
サ
ッ
ト
ン 

著

足
軽
の
誕
生　
　

 

早
島 

大
祐 

著

花
酔
ひ　
　

  　

 

村
山 

由
佳 

著

３
日
で
カ
ン
タ
ン
か
ぎ
針
編
み　

　

北
欧
柄
の
帽
子　

　
　
　
　

 　

朝
日
新
聞
出
版 

編

★
今
月
の
児
童
図
書

捨
て
犬
・
未
来　

命
の
メ
ッ
セ
ー

　

ジ　
　

  　
　

 

今
西 

乃
子 

著

大
集
合
！
め
い
ろ
ま
ち
が
い
さ
が

　

し　
　
　

   
　

奥
谷 

敏
彦 

作

だ
れ
か
さ
ん
の
か
ば
ん

　
　
　
　
　
　

  　

森
山 

京 

作

ど
っ
ち
が
へ
ん
？
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
　
　

  　

い
わ
い 

と
し
お 
作

プ
リ
ン
ち
ゃ
ん
と
お
か
あ
さ
ん

な
か
が
わ 

ち
ひ
ろ 
文

ヘ
ン
ダ
ワ
ネ
の
タ
ネ
の
物
語

　
　
　
　
　
　

新
藤 

悦
子 

作

魔
女
の
ス
テ
キ
な
冬
じ
た
く

　
　
　

あ
ん
び
る 

や
す
こ 

作

あ
り
が
と
う
３
組

　
　
　
　
　
　

乙
武 

洋
匡 

著

あ
か
ち
ゃ
ん
社
長
が
や
っ
て
き
た

　
　

マ
ー
ラ
・
フ
レ
イ
ジ
ー 

作

い
つ
も
み
て
い
た

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー 

作
・
絵

き
ょ
う
り
ゅ
う
の
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ

　

ん 

あ
き
や
ま 

た
だ
し 

作
・
絵

楽
し
く
あ
そ
べ
る
絵
か
き
う
た
１

　

０
５
曲　

 

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社 

編

ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
こ
う

　
　
　
　
　
　
　

灰
島 

か
り 

作

ず
か
ん
・
じ
ど
う
し
ゃ

　
　
　
　
　
　

山
本 

忠
敬 

作

猫
と
人
と
古
民
家
と南

里 

秀
子 

著

ご
ち
そ
う
グ
ラ
タ
ン
と
あ
つ
あ
つ

　

チ
ー
ズ
レ
シ
ピ主

婦
の
友
社 

編

世
界
の
マ
ラ
ソ
ン
ベ
ス
ト
50

ヒ
ュ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ほ
か 

著

新
島
八
重
そ
の
生
涯不

破 

俊
輔 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

☎
72
８
８
５
１

◆「
こ
だ
ま
芸
術
文
化
の
つ
ど
い
」

の
出
演
者
を
募
集

　

地
域
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
の
日

頃
の
活
動
を
発
表
し
ま
す
。

日
程　

３
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

内
容　

展
示
・
芸
能
発
表

費
用

・
展
示
部
門　
　

２
、
０
０
０
円

・
芸
能
部
門　
　

４
、
０
０
０
円

申 

込　

各
公
民
館
で
配
布
し
て
い

る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
12
月
21
日
㈮
午

後
５
時
ま
で
に
セ
ル
デ
ィ
へ
直

接
提
出
（
締
切
厳
守
）

◆
月
釜
茶
会

日 

時　

12
月
９
日
㈰　
午
後
１
時
〜

４
時
ま
で

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

◆
書
道
入
門
教
室

日 

時　

１
月
11
日
か
ら
25
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日　

全
３
回　

午

前
10
時
〜
11
時
30
分

講
師　

町
田　

昌
畦　

先
生

内 

容　

楽
し
く
書
道
を
学
ぶ
。

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

太
筆
、
す
ず
り
、
下
敷
き
、

文
鎮

申 

込　

12
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ



環境推進課☎㉕1172
　　　　　環境産業課☎721331（内線232）

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

平成24年12月1日号

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
12
月
〜
１
月
）

行 政 12月20日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０

法 律

12月５日㈬・12日㈬・19日㈬・26日㈬  午後１時～４時
◎１月の相談日

　　　　　１月９日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）

　　　　　１月16日㈬・23日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）

不 動 産 12月14日㈮　午後１時～４時　定員＝６人
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 12月13日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 12月11日㈫・１月８日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分
※12月３日㈪はお休みです。

市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
12月11日㈫　午後１時～４時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎㉕１１５９
12月25日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

12月17日㈪・１月７日㈪　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み 12月14日㈮・28日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談員 北部地域振興センター

（熊谷地方庁舎１階）
北部地域振興センター

☎048－522－6506法 律
※予約制

毎月第１・３・４水曜日（休日の場合は翌日に振替）
午後１時～４時　相談員＝弁護士

2223

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

日　程 内　容 会　場

12月７日㈮ 楽しいクリスマスコンサート 前原児童センター

12月17日㈪ 救急法　こんなときどうする 日の出児童センター

日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
｢ひよっこニコニコタイム」
午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
｢児玉ワクワクタイム｣
午前10時～11時

12月５日㈬ カレンダー製作 本庄子育てネットの「ママサロン」 クリスマス製作

12月12日㈬ 11、12月生まれの誕生会と
「うたのミニミニこんさーと」 クリスマス製作 誕生会

12月19日㈬ 親子体操（講師：立石明子先生） 誕生会 本庄子育てネットの「ママサロン」
12月26日㈬ おはなし広場「てんとうむし」
１月２日㈬
１月９日㈬ たこであそぼう お正月あそび 乗用カーであそぼう

○「つどいの広場」

　乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。また、下表の日程で、親
子でふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前
の申し込みは不要です。
　日時　毎週月・水・金曜日　午前9時～午後2時（休日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集

団指導室   

（12月～１月上旬）

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

○子育てサロン（子育て支援講座｢ゆうゆう｣）
時間　午前10時～ 11時30分

協力　 子育て応援団「本庄びすけっと」
のみなさん

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

日　　程 時　　間 回収場所等 問い合わせ

12月２日㈰
午前９時 ～ 11時 総合支所

ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）

１月６日㈰

12月16日㈰
午前９時 ～ 11時 市役所

午後１時 ～ ３ 時 市民プラザ跡地

12月８日㈯ 午前９時 ～ 11時 本庄南公民館　 佐久間さんち ☎㉒９３００

12月19日㈬ 随時受付 就労継続支援B型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

～年末年始こそマイバック！～

※本庄子育てネットの「ママサロン」は、12月４日㈫・11日㈫・18日㈫・25日㈫・１月８日㈫・15日㈫にも
「いずみ保育所内・☎㉒4891」で開催されます。時間は午前10時30分から11時30分です。
 ※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

　年末年始は一度に買う量が多くなりがちです。無駄な買い物を減らし、上
手なお買い物をしてみませんか。
　お気に入りのマイバックで、①ごみになるレジ袋②ＣＯ2の排出量③無駄
な買い物を減らす、一石三鳥のライフスタイルを楽しみましょう。

※お気軽にお越しください。事前の申し込
みは不要です。

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

※各種相談は予約制
※１月の相談予約は、12月20日㈭から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）



歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ ★本庄市保健センター☎㉔2003

※ お問い合わせは、午前8時30分
からです。

予
防
接
種
は
定
め
ら
れ
た
接
種
期
間
内
に
受
け
ま
し
ょ
う

平成24年12月1日号 2425

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター

休 日 急 患 の 診 療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
（日曜・休日開設）
（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　診 療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～
10時

　診療科目　内科系疾患
　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありま
すので、確認してからお出かけください。
12月９日㈰ 根 岸 医 院 児 玉 町 児 玉 ☎72００７１
12月16日㈰ 服 部 ク リ ニ ッ ク 東 台 ４ 丁 目 ☎㉔４６７１
12月23日㈷ 春 山 眼 科 医 院 けや木１丁目 ☎㉑２１６０
12月24日㉁ ヒグチクリニック 栗 崎 ☎㉕５３００
１月６日㈰ 上 武 病 院 小 島 ５ 丁 目 ☎㉑０１１１

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時にご利用ください。県内
であれば、プッシュ回線の電話や携帯電話から「#8000」
を押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、休日、年末年始 午前９時～翌日午前７時

★119番は、緊急時(火災やけが人など)の受付専用電話番号
です。夜間など、時間外に診療可能な病院については、児玉
郡市広域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案内しています
ので、ご利用ください。ただし、診療科目によっては、県外
や本庄市・児玉郡以外の病院をご案内する場合もあります。

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・栄養相談

12月20日㈭
午前９時30分～ 11時 定員あり。

各実施月の１日から本庄市
保健センターへ
（※電話による育児相談は
随時受け付けています。）

１月17日㈭
午前９時30分～ 11時
（会場：児玉保健センター）

母乳相談 母乳に関する相談 12月20日㈭
午前９時30分～ 11時

お
や
親
タ
マ
ゴ

マタニティエクサ
サイズ ストレッチ、有酸素運動など 12月12日㈬・１月９日㈬

午前10時～正午

定員あり（随時受付）母乳・沐
もく

浴 母乳について、お風呂の入れ方の
実習など

１月19日㈯
午前９時30分～正午

食事 栄養士の講話、調理実習 １月31日㈭
午前９時30分～正午

※児玉保健センターは検診などを行う事業を除いて職員が不在です。お問い合わせは本庄市保健センターへ
リ
ウ
マ
チ
の
話

　

予
防
接
種
に
は
、
推
奨
さ
れ
る
接
種
時

期
が
あ
り
ま
す
。
定
め
ら
れ
た
接
種
期
間

を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
接
種
履
歴
は

母
子
健
康
手
帳
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

予
診
票
が
お
手
元
に
な
い
場
合
は
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
し
、
本
庄
市
保
健
セ
ン

タ
ー
又
は
市
民
福
祉
課（
総
合
支
所
１
階
）

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
の
種
類

① 

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

予
防
接
種

　

予
診
票
は
、
学
校
を
通
じ
て
小
学
６
年

生
に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

接
種
対
象
者　

13
歳
未
満
の
人

接 

種
期
間　

13
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま

で
費
用　

無
料

②
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接
種

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
及
び
風
し
ん
の
患

者
数
の
報
告
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
が
多
く

い
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
で
接
種
履
歴
を

確
認
し
、
接
種
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

接
種
対
象
者
（
平
成
24
年
度
）

１
期　

生
後
12
〜
24
月
未
満
の
人

２ 

期　

平
成
18
年
４
月
２
日
〜
19
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

３ 

期　

平
成
11
年
４
月
２
日
〜
12
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

４ 

期　

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
７
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

接 

種
期
間　

２
・
３
・
４
期
は
３
月
31
日

㈰
ま
で

費
用　

無
料

③
日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

一
時
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
再
開
し
て

い
ま
す
。

　

次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
は
、
特
例
対

象
者
で
す
。
現
在
ま
で
の
接
種
回
数
を
確

認
し
、
不
足
回
数
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

接 

種
対
象
者　

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

接
種
回
数

・
１
期　

３
回
接
種

・
２
期　

９
歳
以
上
で
１
回
接
種

※
１
期
の
接
種
後
、
お
お
む
ね
５
年
の
間

隔
を
空
け
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

接 

種
期
間　

20
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま

で
費
用　

無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２
０
０
３

　

歯
を
失
う
原
因
第
１
位
は
歯
周

病
で
す
。「
毎
日
の
歯
磨
き
」と「
歯

科
医
院
で
専
門
的
な
管
理
」
で
丈

夫
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

対
象
年
齢
の
人
は
、
無
料
で
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

指
定
歯
科
医
院
に
予
約
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

３
月
30
日
㈯
ま
で

対 

象　

平
成
24
年
度
中
に
40
・
45
・

50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
に
な

る
市
内
在
住
者

費
用　

無
料

用
意　

健
康
保
険
証

※
指
定
歯
科
医
院
に
つ
い
て
は
、

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

リ
ウ
マ
チ
に
関
す
る
研
究
や
新

し
い
薬
剤
の
開
発
に
よ
り
、
10
年

前
と
現
在
で
は
診
断
や
治
療
も
大

き
く
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

関
節
を
包
む
「
関か
ん

節せ
つ

包ほ
う

」
と
呼

ば
れ
る
袋
状
の
構
造
の
裏
地
に
あ

た
る
「
滑か
つ

膜ま
く

」
に
炎
症
を
起
こ
す

の
が
リ
ウ
マ
チ
の
特
徴
で
す
。
長

期
に
渡
り
滑
膜
炎
が
続
く
と
隣
接

し
て
い
る
関
節
が
破
壊
さ
れ
て
し

ま
う
た
め
、
早
期
に
発
見
し
て
早

期
に
積
極
的
な
治
療
を
行
う
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
諸
外
国
の
基
準
で
は
、

１
つ
以
上
の
関
節
が
腫
れ
て
い
て
、

リ
ウ
マ
チ
診
療
に
慣
れ
た
医
師
に

よ
り
リ
ウ
マ
チ
以
外
の
関
節
炎
を

否
定
で
き
れ
ば
関
節
リ
ウ
マ
チ
と

し
て
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ウ
マ
チ
の
治
療
薬
に
は
、
①

疼と
う

痛つ
う

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
薬
、

②
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
、
③
生
物
学
的

製
剤
が
あ
り
ま
す
。

　

①
に
は
消
炎
鎮
痛
剤
（
い
わ
ゆ

る
痛
み
止
め
）
と
ス
テ
ロ
イ
ド
と

呼
ば
れ
る
薬
が
該
当
し
ま
す
。
あ

く
ま
で
も
疼
痛
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
た
め
の
薬
剤
で
あ
る
た
め
関

節
破
壊
を
防
止
す
る
事
は
出
来
ま

せ
ん
。

　

②
に
該
当
す
る
薬
も
数
多
く
あ

り
ま
す
。
数
年
前
ま
で
は
リ
ウ
マ

チ
治
療
の
主
役
を
務
め
て
い
た
薬

剤
群
で
、
現
在
で
も
多
く
の
患
者

さ
ん
に
処
方
さ
れ
成
果
を
上
げ
て

い
ま
す
が
、
大
ま
か
に
表
現
す
る

な
ら
ば
「
リ
ウ
マ
チ
の
関
節
破
壊

が
発
生
す
る
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
を

遅
ら
せ
る
薬
」
で
あ
り
、
こ
の
薬

剤
も
リ
ウ
マ
チ
の
関
節
破
壊
を
防

止
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

③
の
生
物
学
的
製
剤
は
、
最
近

の
リ
ウ
マ
チ
治
療
を
語
る
た
め
に

は
外
す
こ
と
の
で
き
な
い
薬
の
グ

ル
ー
プ
で
す
。
リ
ウ
マ
チ
の
関
節

炎
を
強
力
に
抑
制
し
、
完
治
に
導

き
得
る
薬
で
す
。
現
時
点
で
は
全

て
注
射
薬
で
、
高
価
で
あ
る
こ
と

と
免
疫
を
抑
え
て
し
ま
う
こ
と
で

「
感
染
症
」
に
注
意
が
必
要
で
す

が
、
特
に
早
期
の
リ
ウ
マ
チ
に
使

用
し
た
際
の
効
果
は
絶
大
で
す
。

高
価
で
あ
る
た
め
、
投
薬
す
る
医

師
も
「
患
者
さ
ん
の
経
済
的
な
負

担
を
ど
の
よ
う
に
軽
減
す
る
か
」

を
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

リ
ウ
マ
チ
で
お
悩
み
の
人
は
専

門
医
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年末年始の休日歯科診療
診療時間　午前10時～正午
　※健康保険証を持参してください。

12月30日㈰
木 村 歯 科 医 院 下野堂１丁目 ☎㉒３５３７
茂 木 歯 科 医 院 児玉町八幡山 ☎72４１２５

12月31日㈪
牛 久 保 歯 科 医 院 銀 座 ３ 丁 目 ☎㉔８２４１
中 林 歯 科 児玉町吉田林 ☎72７８８４

１月１日㈷
スエヒロ歯科医院 緑 １ 丁 目 ☎㉔００４０
西 村 歯 科 医 院 神川町熊野堂 ☎77０６４８

１月２日㈬
や な い 歯 科 医 院 見 福 ５ 丁 目 ☎㉒７７２７
木 田 歯 科 医 院 児玉町八幡山 ☎73１２００

１月３日㈭
深 町 歯 科 医 院 美里町小茂田 ☎76５５４４
このみ歯科クリニック 上里町七本木 ☎35３８７７

医
療
メ
モ

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.honjo.lg.jp/

※
広
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ほ
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ょ
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　郷土が生んだ偉人「塙保己一」の
ように、障害がありながらも不屈の
努力を続け社会的に顕著な活躍をし
ている人や、障害者を献身的に支援
している人を表彰する「第６回塙保
己一賞表彰式」を開催します。（手話
通訳・要約筆記を配置）
　表彰式に引き続き、テノール歌手 
新垣 勉 氏による記念コンサートを
開催します。
日時　12月15日㈯　午後１時～４時
会場　セルディ
※ＪＲ各駅（本庄駅南口・本庄早稲
田駅北口・児玉駅）から臨時無料送
迎バスを運行
内容　表彰式と新垣 勉 氏コンサート

　新成人13人が「成人の祝い実行委員会」を結成し、
楽しいアトラクションなどを企画しています。
　新成人のみなさんのご出席をお待ちしています。
日時　平成25年１月13日㈰
受付　午前10時～　　開式　午前11時
会場　市民文化会館
※案内状は12月中旬に郵送します。お手元に届かない
人や市外在住者も出席できますので下記までご連絡く
ださい。
★ 生涯学習課☎㉒３２４８

成人の祝い実行委員会のみなさん

「二十歳のgenten
～今までの感謝を込めて～」

料金　無料
定員　６００人
＊ 申し込みは、12月13日㈭までに
埼玉県障害者福祉推進課（☎048－
830－3309・Ｆ048－830－
4789）へ
★ 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会事
務局（セルディ内） ☎72８８５１

読みやすいユニバーサルデザイン文字
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『成人の祝い』の式典を開催します『成人の祝い』の式典を開催します

鈴木　優梨さん

片田野　伶菜さん

稲葉　麻依さん

寺尾　翔人さん

齋藤　一華さん

大澤　友里さん

実行委員長
前川　翔太さん

桺川　哲也さん

佐藤　正人さん

織田澤　篤さん

島田　菜月さん

柿澤　玲さん

副実行委員長
柴﨑　南奈さん
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